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緒　言

　自転車ロード競技は、ツールドフランスにも代表

されるように激しい持久系競技でありエネルギー

消費量の高い種目として知られている［1,2］。そ

の一方で、選手はシーズンを通じてウエイトコント

ロールを強いられる。この競技は特に屋外で行うた

め、炎天下となる夏季には選手への身体負荷が大

きく、栄養素の損失も大きくなると考えられる。こ

れらの事は本競技における食事管理の重要性を指

し示しているものの、国内の自転車ロード選手に対

して血液検査、尿検査といった生化学的な検査結

果とを組み合わせた栄養サポートの報告は殆どな

い。これまでの日本人を対象とした自転車ロード選

手の食事調査に関する報告では、今中らが国内トッ

プの実業団に所属している日本代表選手1名に着

目し、全日本の合宿中の一日の摂取エネルギーは

5367kcal、PFC比率は 16：26：58 であり、また10

日間のイタリア合宿期間中の一日の摂取エネルギー

は 4869kcal、PFC 比率は 14：27：58 であったと

報告している［3,4］。しかしながらこの報告は、日々

の食事調査に対して生化学的な検査結果とを組み

合わせて調査した結果ではなく、また報告されてい

るものは国内1位のエリート選手に関するもののみ

であり、一般的な実業団レベルにおける報告は見

当たらない。

　今回、未だ国内において食事調査の報告が少な

い自転車ロード競技選手の実態を明らかにする目

的で、国内の実業団選手5名を対象に、夏季シー

ズン中において食事調査や身体計測、血液検査、

尿検査を行なった。その結果、自転車ロード選手

を栄養サポートしていく上で有用であると考える、

いくつかの知見が得られたので報告する。

方　法

1．対象者

　長野県飯田市をホームタウンとする自転車ロード

実業団選手 5 名を対象とした。2008 年次におけ

る選手の実業団カテゴリー（Businessman Racer：

BR）は、トップカテゴリー順に BR-1が 2 名、BR-2

が 2 名、BR-3 が 1名であった。このチームには親
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（上位）チームがありフランス遠征など若手選手の育

成を主目的としたチームである。調査対象チームの

2008 年度の全日本実業団ランキングの結果は BR-1

（1部カテゴリー）で 86 チーム中 16 位、BR-2 と

BR-3 からなる2部カテゴリーでは181チーム中 3位

の成績であり、国内では上位から中堅クラスのチー

ムといえる。なお、全ての調査は試合期の2008 年

7月下旬から8月上旬にかけて行い、尿検査と採血

については調査期間中のオフの日に同日となるよう

配慮・実施した。

2．身体計測

　身体計測は静岡県磐田市にある浜松スポーツホ

トニクス研究所にて 2008 年 6 月下旬に行った。

体脂肪測定は空気置換法（BOD-POD、LMI 社製）

にて行った。最大酸素摂取量測定は自転車エルゴ

メーターを用いた漸増負荷試験にて実施した。選

手は 80-100rpm の回転数でペダルを固定し、ま

ず 125W 負荷における 5分間のウォーミングアップ

後に、25W／分ずつオールアウトに至るまで負荷

重量を増大させた。酸素摂取量はブレスバイブレ

ス法による呼気ガス分析装置（MetaMax、Cortex

社製）を用いて、10 秒ごとに試験中連続的に測定

しオールアウト直前に得られた酸素摂取量の最高

値を、選手の最大酸素摂取量として算出した。そ

の際にはレベリングオフを確認した。骨密度測定

は超音波骨密度測定装置（SoundScan2000、

オムロン社製）にて脛骨の測定を行った。結果は表

1に示した。

3．尿検査

　調査期間中のオフの日に合わせ 24 時間の蓄尿

を実施し、尿中ミネラル分析を行った。測定項目

は尿中ミネラル（Na+、K+、Ca2+、Cl
_
）とクレアチ

ニンである。尿中 Na+ 測定は蒸留水にて 200 倍

に希釈した尿をサンプルとし炎光光度計（ANA-

10KL、東京フォトエレクトリック社製）にて行った。

尿中 K+ と Ca2+ は Kodamaらの報告を参考とし原

子吸光光度計（AA-6400F、島津製作所製）にて

定量を行った［5］。尿中 Cl
_
測定はモール法にて、

クレアチニン測定は Jaffe 法にて、定法に従い実

施した［6］。

4．血液検査

　調査期間中のオフの日に合わせ血液検査を実施

した。選手には前日 21時より飲食の禁止を伝え、

オフの日の早朝空腹時に医療機関にて採血を行っ

た。採血前日のトレーニング量については制約を設

けなかった。分析は三菱化学メディエンスへの依

頼分析とし、基準値は同機関にて公開されている

ものを採用した［7］。測定項目は血液一般性状 14

項目と血中ビタミン 5 項目とした。すなわち、赤血

球（電気抵抗検出法）、白血球（電気抵抗検出法）、

血小板（電気抵抗検出法）、ヘモグロビン（SLS-Hb

法）、ヘマトクリット（赤血球パルス波高値検出法）、

項　目

人　数

身　長

体　重

BMI

年　齢

競技歴

平均練習時間

身体活動レベル1）

体脂肪率2）

最大酸素摂取量2）

骨密度指標2）

単　位

（名）

（cm）

（kg）

（kg/m2）

（歳）

（年）

（時間 /日）

---

（％）

（mL/kg/分）

（m/秒）

平均値±SD

5

176.8±5.2  

62.9±4.4

20.1±0.3

23.8±5.1

   5.0±3.2

   3.5±2.4

  2.6±0.7

11.8±4.1

71.3±5.2

3910±106

最小値

171.0 

58.0 

19.8 

19.0 

2.0 

1.5 

2.0 

8.9 

66.5 

3805 

最大値

184.1 

69.4 

20.5 

31.0 

10.0 

6.2 

3.3 

17.9 

77.5 

4057

表1　対象者の属性

1）…FFQg の生活活動時間調査を基に算出された値　　2）…n=4
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総たんぱく質（ビウレット法）、アルブミン（BCG法）、

中性脂肪（酵素法）、総コレステロール（酵素法）、

HDL‐コレステロール（酵素法）、AST（JSCC 標準

化対応法）、ALT（JSCC 標準化対応法）、クレアチ

ンキナーゼ（JSCC 標準化対応法）、クレアチニン（酵

素法）、遊離レチノール（HPLC 法）、1α-25（OH）2-

ビタミンD（RIA 法）、α -トコフェノール（蛍光法）、

ビタミン B1（HPLC 法）、ビタミン C（HPLC 法）で

ある。

5．食事調査・身体活動レベル調査

　食事調査は一週間の自記式による半秤量法式

の食事記録法（秤量法と非秤量法とを併用したも

の）と、食物摂取頻度法（エクセル栄養君 FFQg 

ver2.0、建帛社製）との共測定を実施した。食事

調査の際には管理栄養士がフードサンプル等を用

いて説明を行い調査の精度を高めた。なお食物

摂取頻度法（FFQg）におけるサプリメントの問題

を配慮し調査選手においては問 16 の「エネルギー

やたんぱく質などを含む栄養補助食品は 1週間に

どのくらい食べますか？」欄は無記入とし、摂取

した栄養補助食品については同時に配布した白紙

のサプリメント用紙にサプリメントの名称、メー

カー名、使用量などの具体的な記入をお願いした。

すなわち FFQg による結果にサプリメントの栄養

素摂取量を足し算したものを最終的な FFQg によ

る結果とした。また食事記録法の解析には栄養計

算ソフト（エクセル栄養君 ver4.5、建帛社製）を

使用した。

　身体活動レベルの算出は、FFQg に付帯してい

る生活活動時間の入力により導かれる値を採用した

［8］。すなわち1日の生活活動時間を「睡眠時間（身

体活動レベル1.00）」「横または座位でくつろぐ時間

（身体活動レベル1.00）」「座ってするような軽い作

業（身体活動レベル1.52）」「ゆっくりした歩行や家

事（身体活動レベル2.46）」「長時間持続可能運動・

労働（身体活動レベル 4.88）」「頻繁に休みが必要

な運動・労働（身体活動レベル7.26）」からなる 6

つの活動内容を24 時間に分けて入力する事で導き

出される値である。また食事調査時に質問表を配

布し、競技歴ならびに一日の平均練習時間を記載

させた。

6．集計方法

　全ての結果は平均値±標準偏差で示した。食事調

査においてはノンパラメトリック検定（Wilcoxon 符号

付き順位検定）を実施した。統計ソフトは SPSS 17.0 

for Windows を使用し、有意水準は全て5％以下と

した。

7．倫理的配慮

　研究参加者の募集に先立っては説明会を行い、

研究の趣旨を十分に説明した。また、ヘルシンキ

宣言に基づき、測定・調査への参加は本人の自由で

あり途中でいつでも辞退できることを説明し、参加

者には文書による同意を得た。なお、本研究は事

前に飯田女子短期大学研究倫理委員会の承認を得

て行った。

結　果

　1、夏季シーズン中に行った尿検査について

　表 2に 7月の試合期に行った尿検査の結果を示

す。5選手の一日の尿中ミネラル排泄量の平均値は

Na+ では 3.91g、K+ では 2.47g、Ca2+ では 0.12g、

Cl
_
では 5.43gであった。一日の尿中クレアチニン排

泄量の平均値は 1.14gであった。また、今回 5 選

手の一日の平均尿量は1.34± 0.33Ｌであった。
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項　目

Na+

K+

Ca2+

Clー

クレアチニン

単　位

（ｇ/日）

（ｇ/日）

（ｇ/日）

（ｇ/日）

（ｇ/日）

平均値±SD

3.91±2.33

2.47±1.32

0.12±0.02

5.43±1.94

1.14±0.22

最小値

2.09

1.19

0.10

2.87

0.76 

最大値

6.67

4.68

0.14

8.14

1.39

表2　尿中ミネラル検査の結果

n=5
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2、夏季シーズン中に行った血液検査について

　表 3に7月の試合期に行った血液検査の結果を示

す。血液一般性状（14 項目）において5選手全てが

基準値の範囲内であった。一方、血中ビタミンにお

いては 5名の選手の内 4 名の1α-25（OH）2-ビタミ

ンＤが 60pg/mL 以上と、参考値（20-60pg/mL）と

比較して全体的に高値を示した。またビタミン Eに

おいてはバラつきがあり2名が基準値よりも低値、1

名が高値を示した。ビタミンB1については1名が高

値を示した。しかしビタミン Eならびにビタミン B1

については、基準値範囲内からの逸脱は些少であっ

た。またその他の血中ビタミンは全て基準値の範囲

内であった。

3、夏季シーズン中に行った食事調査について

　（食事調査方法の検討を兼ねる）

　自転車ロード選手に対する夏季の食事調査を行

うと共に、食事記録法の検討も行った。すなわち

食事調査においては食事記録法と FFQgとを併用

して実施した。表 4 に食事調査の結果を示す。夏

季シーズン中の栄養素摂取量（19 項目）において、

主な栄養素（エネルギーならびに三大栄養素）で

は、食事記録法でエネルギー2632 ± 568kcal、

たんぱく質 90 ± 27g、脂質 58 ±11g、炭水化物

402 ± 116g となり、FFQgではそれぞれ 2518 ±

804kcal、85± 29g、67±17g、381±139g、であっ

た。食品群別摂取量（17 項目）において主な食品

群（穀類やいも類、緑黄色野菜）では、それぞれ

の食事記録法で 570 ± 216g、25 ± 13g、53 ±

38g、FFQgでは 533 ± 302g、16 ± 24g、54 ±

36gであった。

　また、栄養素摂取量（19 項目）において食事記録

法とFFQg の結果を比較したところエネルギーやた

んぱく質、脂質などの16 項目においては両者に有

意差はみられなかったものの、ビタミンB6 やビタミ

ンC、食物繊維総量においては FFQg の結果が食事

記録法と比べて低値となった。一方、食品群別摂取

量（17 項目）においても同様に検討したところ、穀

類やいも類、緑黄色野菜などの13 項目においては

両者に有意差はみられなかったものの、その他の野

菜（きのこ類を含む）や果実類、調味料・香辛料類に

　日本スポーツ栄養研究誌　第5巻（2012）

項　目
赤血球
白血球
血小板

ヘモグロビン
ヘマトクリット
総たんぱく質
アルブミン
中性脂肪

総コレステロール
HDL-コレステロール

AST
ALT

クレアチンキナーゼ
クレアチニン
ビタミンA2）

ビタミンD3）

ビタミンE4）

ビタミンB1
ビタミンC

単　位
（104/μL）

（102/μL）

（104/μL）

（g/dL）

（％）

（g/dL）

（g/dL）

（mg/dL）

（mg/dL）

（mg/dL）

（IU/L）

（IU/L）

（IU/L）

（mg/dL）

（ng/mL）

（pg/mL）

（mg/dL）

（μg/dL）

（μg/mL）

平均値±SD
507±45

52±8

22.6±1.0

15.2±1.0

45.3±2.4

  7.3±0.3

  4.6±0.1

70±4

155±11

56±3

17±5

14±4

117±67

  0.86±0.04

563±52

  75±14

　0.96±0.33

  4.7±1.8

11.2±2.2

最小値
447

41

21.4

13.6

41.7

6.9

4.5

64

141

52

12

10

75

0.80 

472

54

0.61

2.8

7.7

最大値
562

59

24.1

16.2

47.5

7.7

4.7

76

167

59

26

19

236

0.89

594

89

1.43

7.3

13.6

基準値1）

430 ～ 570

33 ～ 90

14.0 ～ 34.0

13.5 ～ 17.5

39.7 ～ 52.4

6.7 ～ 8.3

3.8 ～ 5.3

30 ～ 149

120 ～ 219

40 ～ 85

10 ～ 40

5 ～ 45

60 ～ 270

0.61 ～ 1.04

431 ～ 1041

20 ～ 60

0.75 ～ 1.41

2.0 ～ 7.2

5.5 ～ 16.8

基準値外の人数
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

3

1

0

表3　血液検査値の結果

n=5　　1）…三菱化学メディエンスによる基準値　　2）…遊離レチノール量　　3）…1α-25（OH）2-ビタミンD量　　4）…α-トコフェロール量
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エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
ナトリウム
カリウム
カルシウム
マグネシウム
リン
鉄

ビタミンA1）

ビタミンD
ビタミンE2）

ビタミンB1
ビタミンB2
ビタミンB6
ビタミンC

コレステロール
食物繊維総量

（kcal）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（mg）

（mg）

（mg）

（mg）

（μgRE）

（μg）

（mg）

（mg）

（mg）

（mg）

（mg）

（mg）

（g）

平均値±SD
2632±568  

90±27

58±11

402±116

3.4±0.9

3.0±1.1

688±345

348±122

1229±301  

15.2±9.9  

452±139

4.5±2.1

7.7±2.4

2.1±0.8

2.2±0.7

3.0±1.3

206±99  

343±115

21±12

食事記録法　　
最小値
1780

57

42

278

2.4

1.7

335

204

916

6.7

316

2.4

4.8

0.7

1.0

1.0

65

187

10

最大値
3269

122

69

539

4.9

4.5

1068

492

1551

29.7

595

7.7

10.2

2.7

2.9

4.2

300

507

42

平均値±SD
2518±804  

85±29

67±17

381±139

3.3±0.8

2.6±0.9

712±234

313±94

1195±359 

11.8±6.9

551±195

6.0±2.1

6.8±1.7

1.7±1.0

1.9±0.6

1.7±1.1

132±86  

456±185

12±4  

FFQg　　
最小値
1337

42

38

200

2.2

1.4

298

158

630

4.7

293

3.4

4.2

0.4

0.8

0.5

33

279

5

最大値
3379

115

82

527

4.3

3.7

874

407

1604

23.1

837

7.7

8.7

2.9

2.4

3.6

260

771

16

p値

0.345

0.500

0.080

0.345

0.893

0.345

0.893

0.500

0.686

0.138

0.225

0.345

0.345

0.080

0.080

 0.043*

 0.043*

0.345

 0.043*

穀類
いも類

緑黄色野菜
その他の野菜（きのこ類含む）

海藻類
豆類
魚介類
肉類
卵類
乳類
果実類
菓子類
嗜好飲料
砂糖類
種実類
油脂類

調味料・香辛料類

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

（g）

平均値±SD
570±216

25±13

53±38

134±65

4.0±5.9

48±49

50±32

91±49

48±25

218±199

223±96  

17±24

886±367

30±48

1.2±1.8

7.7±1.9

36±13

食事記録法　　
最小値
335

4

7

69

0.4

1

19

34

21

22

86

0

440

1

0

5.5

19

最大値
898

37

111

214

14.3

125

102

145

88

500

314

55

1448

116

4.3

9.6

55

平均値±SD
533±302

16±24

54±36

81±54

2.4±3.2

56±31

40±15

89±52

64±43

201±119

99±92

65±29

517±410

36±66

0.9±1.2

9.1±5.9

23±11

FFQg　　
最小値
312

0

18

9

0

25

17

29

14

49

32

22

321

0

0

3

6

最大値
1041

57

100

157

7

95

57

154

129

349

257

93

1250

154

3

17

34

p値

0.500

0.500

0.893

 0.043*

0.686

0.500

0.686

0.893

0.686

0.893

 0.043*

0.225

0.138

0.498

0.686

0.500

 0.043*

表4　食事調査の結果
A．栄養素摂取量

B．食品群別摂取量

*…p<0.05 　食事記録法 vs. FFQg（Wilcoxon 符号付き順位検定）　　1）…レチノール当量　　2）…α-トコフェロール当量
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おいては FFQg の結果が食事記録法と比べて低値と

なった。

考　察

　自転車ロード競技は海外では多くの報告があるも

のの、国内における自転車ロード選手の栄養調査の

報告は少なく、今回栄養サポートの一資料を作成す

る目的で、特にビタミン・ミネラルに着目して調査を

実施した。

　今回の調査対象は長野県飯田市をホームタウン

とする自転車ロード実業団チームに所属する5選手

で、平均競技歴は 5年、一日の平均練習時間は 3.5

時間であった。なお今回測定可能だった4選手の

最大酸素摂取量の平均値は71.3± 5.2mL/kg/分で

あった。最大酸素摂取量は持久系能力を示す指標

として知られているが、自転車エルゴメーターを用

いた他の自転車ロード選手の報告では、前川らは全

日本学生個人ロードタイムトライアル優勝者が 65.0-

71.1 mL/kg/分の最大酸素摂取量を保持していた事

を報告している［9］。一方、海外ではMedelli らは

プロ選手 42 名とエリートアマチュア 31名の集団の

最大酸素摂取量を測定し平均 68.5mL/kg/分と報

告、Sarisらはツールドフランスに出場した4 名の選

手を測定し平均 79.4 mL/kg/分であったとしている

［1,10］。これらの事は、今回対象とした自転車ロー

ド実業団選手が競技選手として十分な運動能力を所

持し、本研究において適度な調査モデルになりうる

事を意味している。

　夏季シーズン中に 5選手に行った血液検査と尿検

査、食事調査において、血液一般性状（14 項目）な

らびに血中ビタミン（4 項目）においては全て基準値

の範囲内であったが、1α-25（OH）2-ビタミンDが

基準値と比較して高値を示した。肝臓と腎臓で修

飾を受け生成される1α-25（OH）2-ビタミン D は

活性型ビタミンDと呼ばれ骨の形成と成長を促す

ビタミンとして知られている［11］。その一方で、今

回測定可能だった4選手の脛骨の骨密度の平均値

は 3910 ±106m/秒であり、同測定装置の年齢別

データーベースの20-29 歳における平均値 3965m/

秒と比べても低いものであった［12］。この年齢別

平均値は他にも 50-59 歳で 3937m/秒、60-69 歳

で 3902m/秒と報告されており、今回の平均値は

50-60 歳代の数字に近いものであった。海外では

Medelli らが自転車ロード競技のプロ選手とエリート

アマチュア 31名の計73 名の全身骨密度を調査し、

選手の骨密度は健康な成人男性と比較して有意に低

かったと報告している［10］。またRicoらは 22 名の

思春期の自転車ロード選手において骨密度調査を実

施し、コントロール群と比較して選手の全身骨密度

が有意に低かったとしている［13］。一般に長距離選

手は発汗によりカルシウムが体外に放出され、筋力

トレーニングも多くは行わないため低い骨密度であ

ることが指摘されている［14,15］。一方で、大量の

発汗を伴う持続的な運動の中では体内環境が変化

し尿中カルシウム排泄量が低下していく現象も良く

知られている［16］。今回対象としている自転車ロー

ド競技も長時間の運動による発汗でカルシウムが体

外に放出されることは十分に想定され、更には自転

車ロード競技では平地において長時間サドルの上で

ペダルを楽回転させるという（地面に足をつけない）

競技特性も考えられる。すなわち大量の発汗や荷重

がかかりにくい競技特性などにより体内のカルシウ

ムが慢性的に失われるため骨密度も低下し、血中カ

ルシウム濃度の低下を防ぐために副甲状腺ホルモン

や活性型ビタミンDが増加しているのではないかと

推察している。加えて、今回調査した対象群におい

ては、食事調査方法に依らず、選手はカルシウムを

おおむね 700mg前後、乳類にしても 200g 前後摂

取していた。しかし㈶日本体育協会スポーツ医・科

学専門委員会によるアスリートの食事摂取基準によ

れば一日2500kcal であっても乳類は 500g、カルシ

ウムは1000mg 前後、ビタミンDは10μg の摂取

を提唱しており、今回の対象者の摂取量はアスリー

トとして十分な量とは言えず、上記の知見がカルシウ

ムやビタミンDの摂取不足により更に後押しされた

可能性も考えられる［17］。また活性型ビタミンDは

その生成の中で肝臓と腎臓で修飾を受けるが、対象

群の肝機能はASTやALTの結果から正常であると推

測され、腎機能においても尿中カルシウムならびに

尿中ナトリウム排泄量が一般的な範囲内である事や、
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血液・尿検査の結果からクレアチニンクリアランスを

計算すると平均 88.0mL/分となり、両者の臓器は正

常であると予想された。今後は副甲状腺ホルモンや

25（OH）-ビタミンD、骨代謝マーカー、他部位の

骨密度なども共測定し、自転車ロード選手の血中活

性型ビタミンDが高値である理由の再確認を急ぎた

いと考えている。また半秤量式の食事記録法ならび

にFFQg の調査精度による若干の見積もり誤差は考

えられるものの、今回の対象者では一日のナトリウ

ム摂取量は 3.4g 前後、尿中排泄量 3.9gとほぼ同じ

であった。近年アスリートを対象としたものではな

いものの低ナトリウム食により尿中カルシウム排泄

が亢進されるという報告がある［5］。これは自転車

ロード選手の栄養サポートを行っていく中でも有用

な情報であり、意識したカルシウム摂取や筋力トレー

ニングはもとより、適度な塩分量（味付け）も大切に

なってくると考えられる。

　スポーツ栄養に限るものではないが、栄養サポー

トは限られた時間と予算の中で行わなければなら

ない。今回、自転車ロード選手を対象とした食事

調査を行う中で、より良い調査方法を検討していく

目的で、食事記録法とFFQg を併用し比較検討を

した。以下は少数例（5例）における考察となるが、

その結果、栄養素摂取量（19 項目）の内、ビタミン

B6 やビタミン C、食物繊維総量の3 項目において

FFQg の結果が食事記録法と比べて有意に小さな値

となり、食品群別摂取量（17 項目）においては、そ

の他の野菜（きのこ類を含む）や果実類、調味料・

香辛料類の3 項目で FFQg の結果が食事記録法と

比べて有意に小さな値となった。これらの結果は、

今回 FFQg により算出された、その他の野菜（きの

こ類を含む）や果実類の摂取量が現実の摂取量より

低く見積もられた可能性、または食事記録法によ

る結果が大きく見積もられてしまったために生じた

結果と考えられ、その結果それらに大きく含まれる

栄養素であるビタミン Cや食物繊維総量の有意差

を導いてしまったと推測される。しかし今回使用し

た FFQg は、アスリート専用には作られていないも

のの、半定量式の精度の高さが証明されたもので

あり、既にいくつかの運動選手に用いられた実績が

ある［18,19,20,21］。今回用いた FFQg による調査法

の精度を高めるためには使用量を具体的に記入した

サプリメント用紙の併用のみならず、その他の野菜

（きのこ類を含む）や果実類などにおいては、特に

十分な事前説明を行う事や、場合によっては専門家

（管理栄養士など）による聞き取り調査が必要になる

と考えられる。また今回実施した半定量法の食事記

録法による栄養計算においても実施者の精度を高め

ていく必要がある。しかしながら少なくとも本ケー

スで大部分の栄養素摂取量ならびに食品群におい

て両者に有意差が見られなかった事は、サプリメン

ト用紙を併用した FFQg をアスリートの集団に使用

しても対象群の本質を見誤らない可能性を示唆して

いる。またサプリメントの名称やメーカー名、使用

量を丁寧に記述してもらう事が食物摂取頻度調査の

際には不可欠であると考えられる。

　今回、対象者の平均摂取エネルギーは、食事記

録法では 2632kcal、FFQgでは 2518kcal であった。

被験者の平均体重 62.9kg に対して基礎代謝基準

値 24.0、ならびに今回の結果による身体活動レベ

ル2.6 を掛け算すると、理論上の消費エネルギーは

3925kcal になり、今回の食事調査の結果はそれと

比してやや少ないと考えられる［22］。今中らは日

本代表選手の合宿期に対象選手が 5367kcal 摂取

していたと報告しているが、今回の対象選手のほと

んどが一日の半分は他の仕事をしているアマチュア

選手であり平日には十分な練習時間を確保できな

いため、国内トップ選手と比較して練習量が少なく、

一週間を平均すると 2518-2632kcal 程度の摂取エ

ネルギーであったとも推測される［3］。また測定時

期が合宿期でなく試合期であった事も影響している

と考えられ、合宿期に測定した場合、選手の摂取

エネルギーは更に増えているものと予期される。一

方、食事記録の結果から身体活動レベルを逆算す

ると約 1.75となり、FFQg に付帯している身体活動

レベルの算出値が大きく見積もられている可能性

も考えられる。今回算出した身体活動レベル値は

タイムスタディー法や二重標識水法などで行った正

確なものではないため、我々の調査データにおける

摂取エネルギー量とのマッチングに関しては、選手
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の体重を定期的に測定するなどの取り組みを行う

などして今後の検討課題としていきたい。

　最後に本研究の限界点を述べる。分析対象者

が長野県南部地域の自転車ロード選手のみであ

り、国内の全てのモデルとして当てはめにくい事、

また食事調査結果と身体指標においては短期間

の個人レベルで相関を得るのは困難とされる事な

どがある［23］。しかし国内における自転車ロード

選手の栄養状況に着目し、食事調査と血液検査、

尿検査、骨密度調査とを共測定した本研究は、栄

養サポートのための一資料として有用であると考

えられる。

まとめ

　本研究では自転車ロード競技における栄養サ

ポートの一資料を作成する目的で同一月内にて身

体計測と食事調査、血液検査、尿検査を実施した。

今回調査した選手において選手の脛骨の骨密度の

低値と、血中活性型ビタミン D の高値が観察され

た。また自転車ロード選手に対する食事調査法に

ついても検討をし、食事記録法と使用量を具体的

に記入したサプリメント用紙を併用した食物摂取

頻度調査法とで調査の結果に大きな違いは見られ

なかった。
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